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を聞くことができた。
なお，本稿においても，前稿までと同様に，主に煩雑さを避けるために，
原則として敬称を略すとともに算用数字と常用漢字を用いることにした。ま
た，これまでに聞き取り調査を行ってきた山西省P県D村の場合と同様に，プラ
イバシーの保護の観点から，聞き取り調査を行った農村については，原則とし
て団体名・組織名・機関名・地名・人名などの固有客訶を伏せることにした。
I山西省農村訪問地
(1)D県｣郷Y荘
8月13日午前，山西大学のSDZの妻であるXLXの実家であるD県J郷Y荘を
訪問した。同村内では飼育されている多くの羊や馬を見かけた(写真1.写真
2を参照)。そのためであろうか，本村内には畜糞の臭いが立ち込めていた。
写真1．村内で飼育されている羊写真2．村内で飼育されている馬
…
本村内の道路は全て舗装されており，各農家の邸宅の外壁は比較的高く，
立派な門が多い(写真3を参照)。まずSDZの妻XLXの父親であるXXNにX家
の族譜を見せていただいた。それは,X氏のある人物が作成・出版したもの
を購入したという。
そして，今回の参加者全員で村書記及び村長(写真4．写真5を参照)に本
村の概況などについて話を聞き，ついで，しばらくすると，2人の老人
(XJX,XGC)が現れたので、2つのグループに分かれて話を聞いた。
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写真3．新築された邸宅
写真4．（左側から)村書記･内山雅生･X｣X写真5.(左側から)村長･内山雅生･X｣X
聞き取り日時
聞き取り場所
聞き取り対象者
聞き手
通 訳
2014年8月13n(Ik)10:30～ll:40
XXN(SDZの妻XLXの父親)宅
CGM(村書記，辰年生れ,62歳)･
XZW(村長，亥年生れ,44歳）
内山雅生・弁納才一・田中比呂志．-占泉達矢・河野正
佐藤淳平・前野清太朗・孫登洲
張脹明・徐麗霞
村の概況
・同村は約400年前に始まり，もともとはY荘と呼ばれていたが，近隣のN
郷にもY荘があり（郵便物の配達などで混乱が生じたりしていた),Y姓
が多かったのに対して同村にはY姓は少なかった(2014年現在,Y姓はも
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(2)H市T郷Y村
聞き取り日時
聞き取り場所
聞き取り対象者
聞き手
通 訳
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8月17日（日)9:35～11:00
WBH(Y村の社首)宅
YXP(写真8を参照）
弁納才一・古泉達矢・
張瀧明・佐藤淳平
毛来霊
写真8.YXP(左側)と筆者
個人史
･1958年3月29日(I1I暦)に生れ(戌年生れ),現在,58歳になった。
・7歳,Y小学に入学して5年間学び,L家荘中学で3年間学び,N高中で
3年間学んだ後，本村に戻ってきた。
・本村に戻ってからは，第4生産小隊(約30戸・約150人)に属し,Y生産大
隊（4つの生産小隊からなる)のY加工廠(粉条・酢などを製造する食品加
工工場)で働いたが，労働点数は1日で12分(0.24元)にすぎず，夫婦2人
の｢口糧｣にも不足するほどだったため，よく食糧を借りた。なお，粉条
の原料は玉蜀黍と緑豆で，酢の原料は高梁と麦麹だった。
・豚を1匹飼育すると,Y生産大隊から0.25畝の自留地を支給され，その自
留地は文革中も持ち続けることができた。当時は，食糧が不足していた
ので，自留地には自家消費用の玉蜀黍を栽培した。豚の飼育はその糞を
肥料として利用することが主な目的だった。
家族史
・父(YSC)は，巳年生まれで，約20年前に65歳で亡くなった。土地改革時
は，約20畝の土地を所有する｢貧農｣で，文革直前まで第4生産小隊の隊
長で,1日の労働点数は0.8元だった。また，父は3人兄弟の長男だった‘
・父の約3歳年下の弟(YZC)は，師範学校を卒業し,N村小学の教師をし
ていた。孔澗で古文書(四社五村の｢水規｣に関する文言)を｢社｣が支出し
た50元で購入して清書した。生前，北京師範大学菫暁平から聞き取り調
査を受けた。また,=(WYJ)はY荘の出身で，実家は農家だった。
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